
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
原
油
の
多

く
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
っ
て
い

る
。
封
鎖
さ
れ
れ
ば
、
日
本
経
済

に
大
き
な
影
響
が
出
る
。
だ
が
、

日
本
に
は
半
年
分
の
石
油
の
備
蓄

が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
困
る
こ
と

は
な
い
。

海
峡
を
封
鎖
す
る
国
と
想
定
さ

れ
て
い
る
の
は
、
イ
ラ
ン
だ
。
イ

ラ
ン
の
原
油
も
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を

通
っ
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
封
鎖

す
れ
ば
、
自
分
で
自
分
の
足
を
撃

つ
よ
う
な
も
の
。
海
峡
の
安
全
は

イ
ラ
ン
に
と
っ
て
、必
要
不
可
欠
。

そ
の
た
め
、
封
鎖
さ
れ
る
可
能
性

機
雷
掃
海
中
に
現
場
か
ら
退
避

す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
だ
。
ミ
サ
イ
ル
で
も

撃
た
れ
た
ら
損
害
が
出
る
。
万
が

一
、
戦
闘
行
為
が
再
発
し
て
、
現

場
で
自
衛
隊
員
の
身
が
危
険
に
陥

っ
た
ら
誰
が
責
任
を
取
る
こ
と
に

な
る
の
か
。

掃
海
の
状
況
も
不
明
確
だ
。
自

衛
隊
の
掃
海
部
隊
が
、
機
雷
を
除

く
任
務
に
現
場
で
就
い
て
い
る
最

中
、
そ
こ
に
護
衛
艦
を
伴
う
こ
と

に
な
る
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な

い
。
も
し
近
隣
に
護
衛
艦
が
い
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
戦
闘
に
巻
き
込

は
低
い
。

２
０
１
１
年
末
、
イ
ラ
ン
の
核

協
議
が
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
、
「米

国
か
ら
イ
ラ
ン
ヘ
の
軍
事
攻
撃
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ

と
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。そ
の
際
、

イ
ラ
ク
政
府
幹
部
か
ら

「軍
事
攻

撃
が
あ
れ
ば
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を

封
鎖
す
る
」と
い
う
発
言
が
あ
り
、

緊
張
が
高
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
「イ
ラ
ン
が
追
い

詰
め
ら
れ
た
ら
ど
う
い
う
行
動
に

出
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
考
え
る

人
も
い
る
。
だ
が
、
追
い
詰
め
る

前
に
外
交
的
努
力
が
必
要
だ
。

万
が

一
、
海
峡
が
機
雷
で
封
鎖

さ
れ
れ
ば
、
米
国
の
介
入
が
想
定

さ
れ
る
。
米
国
は
軍
事
力
で
イ
ラ

ン
を
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
い
る
。

戦
闘
は
す
ぐ
に
決
着
が
つ
き
、
残

さ
れ
た
機
雷
の
除
去
が
焦
点
に
な

る
。
必
要
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る

の
は
、
戦
闘
中
の
機
雷
除
去
で
は

棄
さ
れ
た
機
雷
の
除
去
。
こ

集
団
的
自
衛
権
が
な
く
て
も
、
自

衛
隊
が
イ
ラ
ク
で
行
っ
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
華璽
調
で
、
戦

闘
中
の
機
雷
除
去
を
持
ち
出
す
必

要
性
は
低
い
。
日
本
は
、
イ
ラ
ン

と
の
長
年
の
信
頼
関
係
を
生
か

し
、
戦
争
を
回
避
す
る
外
交
に
努

め
る
べ
き
だ
。

（聞
き
手
・佐
野
　
克
之
）

れ
ば
管
理
も
し
や
す
い
が
、
多
国

間
で
や
る
活
動
に
な
れ
ば
、
途
中

の
離
脱
は
他
国
を
危
険
に
さ
ら
す

こ
と
に
な
る
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に
機
雷
が
敷
設

さ
れ
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も
あ
ま

り
現
実
的
で
は
な
い
っ米
国
と
イ

ラ
ン
は
和
解
に
向
け
て
動
い
て
い

る
。そ
れ
よ
り
も
今
で
は
、政
府
軍

と
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
戦
闘
が
続

く
イ
ラ
ク
情
勢
の
方
が
深
刻
だ
。

国
連
平
和
維
持
活
動
（Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

も
、イ
ラ
ク
の
方
で
現
実
味
が
あ

る
。
　
（聞
き
手
上
邑
稿
　
融
生
）

ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

新
３
要
件
の
一
つ
の

「日
本
の

存
立
が
脅
か
さ
れ
、国
民
の
生
命
、

自
由
、
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底

か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
」
の

定
義
に
関
す
る
問
題
も
あ
る
。
原

油
の
調
達
先
は
多
元
化
し
て
い
る

上
、
国
家
備
蓄
も
あ
り
、
中
東
の

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
必
ず
し
も

「死

活
的
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

安
倍
首
相
は
会
見
で
、
湾
岸
戦

争
で
の
戦
闘
に
参
加
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。

首
相
の
言
葉
通
り
な
ら
、
集
団
安

全
保
障
措
置
は
条
件
付
き
参
加
で

は
な
く
、
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
中
途
半
端
な
参
加
は
、
日

米
同
盟
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
２
国
間
の
同
盟
で
あ

拓殖大 日本エネルギー経済研・中東研究センター

坂梨 祥 研究主幹

海
峡
封
鎖
可
能
性
低
い
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躙瞼羹鍼晰魏彗案彗:「奪

安
倍
晋
三
首
相
は
１４
日
、
衆
院
予
算
委

員
会
で
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
、
紛
争

あ
っ
て
も
中
東
・
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
へ

自
衛
隊
を
派
遣
し
、
機
雷
掃
海
活
動
に
参

加
で
き
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
新
た
に

閣
議
決
定
し
た
武
力
行
使
３
要
件
に
照
ら

し
た
も
の
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
安

全
保
障
の
専
門
家
か
ら
は
３
要
件
に
あ
る

「明
白
な
危
険
に
当
た
る
ケ
ー
ス
な
の
か
」

と
疑
間
の
声
が
上
が
る
。
議
論
が
生
煮
え

の
ま
ま
行
使
容
認
に
踏
み
切
っ
た
政
府
、

与
党
の
拙
速
さ
が
早
く
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
格
好
だ
。

＝
本
記
１
面
、
関
連
記
事
２
・
２３
面
に

局司 教授

「死
活
的
」
と
言
え
る
か
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